





















表 1-1 団体成績 表1-2 個人成績
I頃 位 大 字 名 得 占 l順 位 名 前 得 J点、
1位 北海道女子短期大学 150.55 l{立 斎藤美香 35.55 
2位 仙台大学 120.60 3位 大田静華 31.35 
3位 福島大学 101. 60 4{立 林 みち代 31.00 
6f立 小林 純子 27.35 
表1-3 本学チーム個人得点
名 前 到h ι馬 段違い平行棒 平 均 ム口晶、 ゆ か よロ〉、 言十
斎藤 美香 8.60 8.65 8.00 8.40 33.55 
大田静華 8.80 7.75 7.30 7.50 31.55 
キ みち代 8.90 5.45 8.10 8目55 31.00 
守屋 恵 8.20 3.55 6.95 8.60 27.30 
小 林純 子 8.20 5.10 6.65 7.40 27.35 
ベス ト 5 46.20 30.50 37.00 40.45 150.55 
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名 前 跳 ，馬 段違い 平均台 ゆか Z口〉、 言十
斎藤美香 8.30 8.35 7.70 8.00 32. 25 
大田静華 8.55 7.50 6.90 7.40 30.35 
荒生 絡美 8.55 8. 70 8.45 8.65 34.35 
林みち代 8.55 6.40 7.70 8.45 31.10 
守屋 恵 8.30 6.00 7.25 8.10 29.65 
小林 純子 7.55 6.25 7.10 7.70 28.60 
ベスト5 46.55 37.20 38.20 40.90 158.55 
表3-1 団体成績
東日本学生体操競技選手権大会 S61. 6.13～ 6.15 神奈川県藤沢市秋葉台体育館
表 3-2 個人成績
Ii頃 位 大 学 名 f昇 占
l位 北海道女子短期大学 322.55 
2位 中京大学 315.35 
3位 福岡大学 309.60 
4位 天理大学 309.20 
5位 大阪体育大学 299.25 
6 f立 中京女子大学 297.35 
/I頂 f立 名 前 得 占
2 イ立 荒生裕美 70.25 
3位 斎藤美香 68.20 
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6.95 8.15 55.85 
小林純 子l ；： ｜ 
42.25 37.75 41.35 40.95 
ベス ト 5 I一一一 イ
41.85 36.65 40.90 41.25 322.55 






































回 年度 f-ミ 士号 出場者数
24 45 名古屋 l名
25 46 東 京 l名
26 48 東 京 3名
27 49 名 古 屋 2名
28 50 東 京 3名
29 51 一 重 団体
30 52 東 京 2名
33 54 東 京 2名
37 58 東 京 団体
38 59 東 京 2名
39 60 j設 賀 l名
40 61 上 越 団体
123 
統制が徹底しないこともあって， 昭和54年9月に南部忠平先生，古瀬事務局長， 後藤俊先生の
御理解のもとに南部体操教室を開設した。江別地区のジ、ユニア層へ体操を普及させる事を目的
とした。そこの一般コースを学生の指導実践の場とし，競技コースは選手養成を目的に，又学
生への指導法の師範を示すために私が担当した。週l回の指導者打ち合わせ会で指導内容の検
討と反省を行い，週1回の実践指導では担当する子供達の姿に一喜一憂しながら，正しい基本
技術と指導法を学んでいる。毎週金曜日に一般コース会員50名の指導を実践するが，自己の担
当している子供に適切な指導をしているかどうか評価されることもあり，真剣に取り組んでい
る。この金曜日のジュニア指導以外は， 競技会への出場を目標に練習計画がたてられ，自己を
錬磨することも並行して行っている。 学生自身が難しい高度な技に挑戦したい時には，ジュニ
アの競技コースの練習法を取り入れたり，合同で実施したり，時には小学生から大学生まで異
年齢の練習形態がみられる。 昭和58年1年生6名，2年生4名の部員数計10名となり創部以来
2度目の団体出場，このチームは体操経験者が少なくチームカも弱く規定演技の予選で通過出
来なかった。2年間では戦績も積み重ねがみられず4年聞の必要性を痛感したが，しかし一方
ではジュニアの競技選手づく りが軌道にのり，強化された選手が入部しはじめた。昭和61年の
今年は，南部ジ、ユニアクラブの一期生，さっぽろジ、ユニアクラブでの教え子達， 他のクラブか
ら経験者が入部してきた。これら選手は， 7-9年間一途に体操を続けてきた選手で技術レベ
ルも高く，本学の選手として団体を組みチームと して一丸となって戦い，優勝の座を勝ちとる
ことが出来た。創部20年目にして達成できた事である。以上経緯について述べたが，大学の現
状はジュニアから選手を育てているのに大学まで続く選手が少ない。そのため各大学は選手不
足に悩み，ジュニアの上位選手の勧誘に力を入れている。 道内の高校生の選手層も薄く， 上位
選手は道外へで、る傾向にある。 特別な勧誘条件もなく短大であることで，今後今年のように6
名の選手を揃えることは困難なことになる。 南部ジュニアクラブでジュニア選手を養成しでも
進学問題等で途中で挫折することが多く，ジュニアからの一貫指導が継続されない。今後は全
道の体操の指導者の協力のもとに短大までつなぎ，一部8校の座を維持しなければならない。
記録更新を目標に指導を進めたい。
